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　I  present a prototype of the update of the city in Shinjuku east exit.First, it captures the multi-
tenant building as a new resource of this place, and I analyze and observe the scene that are born 
in the "multi-tenant building." Then, go in addition to the target city block the operation, which 
was taken out by analysis. And, we aim to go back a richness that has been buried.
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　新宿の都市を目的なく歩いていると、建築群の奥行
きない壁面に切り取られた道と、絶え間なく流れ続け
る人々の動きに、自分の居場所、ひいては歩行のリズ
ムすらつかめないまま、疲れて帰ってきてしまう。
新宿は、戦後の開発の流れ中で、知らず知らずのうち
に、人間の生物的、身体的なリズムを失い、規格化さ
れた空間に溢れてしまった。規格化されたビル群は新
宿の街をどこかで見たような風景へと変化させた。
　こうした空間は、「都市」という実空間の価値を単
なるコンテンツの集積へと低下させてしまったのでは
ないだろうか。
1. 研究概要
　今計画では、新宿東口、三丁目の一つのエリアを対
象敷地とする。
　まず、東口の商業空間を形作る、ある種の規格とし
て、『雑居ビル』に着目した。
この場所は小規模な雑居ビルの集合によって街区が形
成されている。一般的に『雑居ビル』とは、不特定多
数の業種、テナントなどが多数混在するビルのことで
ある。現状の雑居ビルは、ディテールは異なるけれど、
空間の形態としては、みな一様であり、その形態ゆえ、
コンテンツのあり方が、単調で無機質な都市体験を生
む要因である。
　しかし、一方で、その、一見無機質な雑居ビル群が、
実はその場所らしい体験やシーンを、規格化の中で生
んでいるのではないだろうか。新宿は歩き巡る楽しみ
のある街ではなくなってしまったが、もはや、それが、
現代のこの場所らしさとして、リアリティを持ってい
るのではないかと考えました。
　そこで、『雑居ビル』をこの場所の新たな資源と捉
え、『雑居ビル』だからこそ生まれてるシーンを観察
して分析し、操作を加えていくことで規格化の集合の
中に、埋没している界隈性を取り戻していくことを目
指します。
２. 提案の対象　
　超高層エリアとして確立した西口や、現在開発の進
む南口に対し、 新宿の東口は、 建物や都市基盤の中
に、戦後６０年が通過したものが残る、一番古いエリ
アである。この東口に位置する、新宿通り、甲州街道、
明治通りの３つの大通りと新宿駅に囲まれた東口の商
業地を対象敷地とした。（図１）ここは、無機質な雑
居ビルの集合で成り立ち、空間として、エリア的なま
とまりをもった場所である。しかし、そこに入るコン
テンツにも共通性がなく、確立された歌舞伎町などに
見られるような、商業地としての、特質すべき特徴が
ない。だからこそ、この場を形成する『雑居ビル』を
新たな資源と捉え、そこでの現象を認識させるような
空間操作を行うことで、その場所らしさを獲得してい
く。他のエリアや他の街と同じように、敷地をクリア
ランスし、巨大なビルや施設を建てるという手法の開
発方法ではなく、都市や街のもつ時間の流れを継承し
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て行くような更新の仕方が必要だと考える。また、計
画敷地をエリアの中心の街区とすることで、このエリ
アの新たな更新の先駆けとなる影響力を持つことを期
待する。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１
　敷地を調査していくと対象となら街区に建つ８棟の
内、４棟が 1981 年以前の耐震基準変更以前の建物で
あり、耐震改修が必要とされていることがわかった。
（図２着色部分）また、耐震改修をするにあたり周辺
の建物が密に立っているため工事が困難であるという
問題が生じている。既存の老朽化と都市の継承の課題
に対し、既存の躯体を残し新たな構造体を巻きつける
ことで相互を連結することを提案する。
既存の躯体を残すことでこれまでのスクラップアンド
ビルドと異なりその地にその建築があった記憶と空間
のスケールを継承する。
実空間においてその都市の歴史に触れることは人の記
憶に受け継がれ生きた体験を生むことにもつながる。
また、新旧が同時に存在することはより複雑な体験を
生み出す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２
3. 雑居ビルが作り出す都市の現象分析    　
　『雑居ビル』の集積だからこそ生まれる現象を取り
出し分析する。
a.　無造作に積層されるコンテンツ
雑居ビルは、その名の通り共通の形態として床一枚を
介して様々なコンテンツが無関係に積層されている。
b.　コンテンツの混在する街区
様々なコンテンツを内包する雑居ビルが所狭しと林立
することで、単体のビルだけでなく隣り合うビル間に
おいても、壁を介し多種多様なコンテンツが混在した
一帯が形成されている。コンテンツ一つ一つが床や壁
が作る箱の中に点在し、隠されてしまい、気づかない
けれど、雑居ビル群が作り出す街区の中では本当は、
色々なことが無秩序に混在している。これは、雑居ビ
ルの集積特有のが現象の一つである。
c.     ファサードに表れる１F 以外へのアプローチ
雑居ビルの１F 部分はコンテンツによっていくつかの
違いを持つが、その他の階では多くの場合、空間的に
１F との接続部分に工夫がなく一様に最小限の面積で
つくられた階段によって接続される。
経路であるその階段はのぼり巡って何かに出会うよう
なアプローチではなく、その先に目的を持った人しか
引き込まない。しかし、空間に着目して観察してみる
と、先の見えないリニアで勾配のあるアプローチは視
覚的な探求性があり、怪しげな魅力を持つ。
d.　裏としての直通階段
テナント部分の床面積を増やすため共用部分である、
縦動線は効率的に最小限につくられており、階段のほ
とんどが直通階段で成り立っている。直通階段は避難
経路を兼ねるためコアとして壁でおおわれていたり、
外部階段であったりと空間的にコンテンツ部分と完全
に独立している。
また、中層以上になるとエレベーターがメイン動線と
なるため直通階段は裏として扱われている場合も多
い。特に２方向避難用に法規的に設けられた階段は普
段は使われていない。ヒューマンスケールから逸脱し
た道から建物の際に足を踏みれると急に道とは対照的
な身体的スケールの空間を体感することになる。その
スケールの環境と身体的なスケールの空間をのぼると
いう行為がより、体験の印象を強めている。
e.　現象を包み隠すファサード
雑居ビルの中ではいろいろなことが行われている。
そのことに気付かない、意識が向かない理由は、その
すべてを覆ってしまうファサードにある。
窓は法規的に設けられているだけで、透過性がないも
のが多く、中での人々の行為を微塵も感じさせること
がない。その徹底的にまでに中身を包み隠す様は、ブ
ラックボックスのようである種の怪しさを作り出して
いる。
f.  屋上のヴォイド空間
バラバラの主体によって作り出されたビルの集合は階
数に統一性が
なく、その屋上部分に魅力的なヴォイド空間を作り出
している。しかし、百貨店の屋上庭園のように休憩の
場所やイベント空間などとして利用されることはなく
そのほとんどが設備機器の置き場となっている。
g.　引き込みのないファサード面とくぼみ
雑居ビル郡が作り出すファサードは面が強い。たとえ
１F 部分への開口があったり、開放的な作りで商品が
陳列されていたとしても、そこが自分の目的でない限
り意識が向けられない。そういった面の強いファサー
ドにも、階段の踊り場面積の確保や、道路での流動的
な人々の動きを店舗へ引き込む工夫として、わずかな
くぼみが設けられている場合がある。面が連続する街
4. 操作 / 手法
前章であげられた現状を踏まえ、現象を拡張、認識、
改良する操作、手法を取り出していく。
■ a-1　床を省く（吹き抜けの挿入）
　吹き抜けによって上下階の関係を生み、視覚の交差
や移動によって箱に収められて独立しているコンテン
ツ同士に関係を持たせる。
■ a-2　壁を省く
　壁を省くことでビル間の関係を生み、視覚の交差や
移動によって箱に収められて独立しているコンテンツ
同士に関係を持たせる。
■ a-3/f-1　ビル同士をつなぐ動線を設ける
ビル同士をつなぐ動線を設けることによって、ビル間
の行き来を可能にし、 ビル間を移動する行為によっ
て、コンテンツ同士に関係を持たせる。/ ビル同士を
つなぐ動線を設けることによって、周辺より低層のビ
ルの屋上とその他のビルの間に関係を持たせる。ビル
の集合を一体として使うことで使い方に広がりを持た
せる。
■ a-4　隣り合うビル同士をつなぎ合わせる構造体の
挿入
路において、流動的な人々の動きから一旦乖離される
くぼみは静的な空間となって、 印象的である。 しか
し、実際はそのくぼみもコンテンツへの経路の一部で
あり、その先に目的がある人しか立ち入らず静的な空
間ではあるが、流動的な都市の体験の中のたまりの場
とはなりえていない。
h.　街区に支配される道路の体験
新宿東口の街区は引き込みが少なく、街区ファサード
の面が強いため、面によって切り取られた道路が浮き
彫りになり、「建築」と「道路」の白か黒の関係となっ
ている。そのため、目的地まで、佇んだり、立ち止ま
ることがなく、街区の面に支配されるような独特の体
験が生まれている。
                                                  　　　  図３　設計体系
　耐震補強を兼ねた構造体を挿入することで８棟のビ
ルを構造的にもつなぎ合わせる。また、構造体によっ
て新たなグリッドをフレーミングし、店舗のグリッド
をずらす基準とする。
■ a-5　コンテンツ以外の余白空間をつくる
現状の雑居ビルの集積は、縦動線以外は、コンテンツ、
つまり目的の集積で埋め尽くされている。ここに、目
的以外の余白空間をコンテンツ同士の間に噛ませるこ
とで、 様々なコンテンツの集積を観察する場を設け
る。
■ c-1   行く着く先をコンテンツ以外の余白部分と接
続する。
行く着く先をコンテンツ以外の余白部分や、幾つかの
目的が混在する部分と接続することで、現状空間を活
かしながら公共的なアプローチとして転用する。
■ c-2   コンテンツへのアプローチの途中に開口を設
け、別の空間を垣間見せる。階段部分は一様に四方を
壁に覆われ、スケール的にも閉鎖感の強い空間となっ
ているため、予期せぬ開口は、効果的な空間操作とな
り得る。一つのコンテンツへと接続する場合は、その
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■ 滞在の場の創出
■ 壁に開口を設け、視線の抜けを作る。
■ 街区内に通り抜けを設ける。
途中に、開口を設け、隣接する別のコンテンツや空間
を垣間見せることで、自分の今いるアプローチ空間の
目的への専用性や特別性を意識させる。
■ d-1/f-2 滞在の場の創出
流動的な商空間に対し、利用されていないビルの裏動
線部分を滞在の場、溜まり場への一部として活用する
ことを提案する。
■ g-1/h-1　街区内に通り抜けを設ける。
街区を通り抜ける経路を挿入し、既存のくぼみの部分
をつなげ、その経路の入り口部分へと転用する。通り
抜けの経路は特定のコンテンツへ行き先を限定するも
のではないため、街区の中で目的以外の場所となり、
公共性を持ち、混在するコンテンツが滲み出す余地と
なる。/ 小道を挿入し、街区内に通り抜けを設けるこ
とにより、大通りから裏道に入っても、ある程度の幅
とスケールを持つ新宿東口の道路と対照的なスケール
の体験を生む。これにより、普段の道路体験を際立た
せる。通り抜けの経路は特定のコンテンツへ行き先を
限定するものではないため、行き止まりがなく、道路
からの連続性がつよいものとなる。
5. 設計
『雑居ビル』をこの場所の新たな資源と捉え、『雑居ビ
ル』だからこそ生まれてるシーンを観察して分析し、
取り出した操作・手法を計画街区に当てはめ、設計を
進める。 操作を加えていくことで規格化の集合の中
に、埋没している界隈性を取り戻していくことを目指
します。
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